下山口白石地区まちづくり推進協議会準備会主催
説明会
2017年1月29日（日）10：00〜11：00　下山口会館1階集会室
出席者：約20名

議事録案

小林より添付のパワポを利用し、これまでの経緯、地区計画案・まちづくり推進協議会への同意書等の作成、回収作業の進捗を報告。28日朝までで、まちづくり推進協議会支持書が93通、地区計画案同意書が76通と470戸に対して、それぞれ20パーセント、16パーセントの回収率となっていると説明。回収を継続していくので、250戸くらいから支持書が回収できるよう町民・地域の方々の協力を仰ぎたいと発言。

柏谷さんより、質問だけではなく、意見なども聞かせてもらえればありがたいと補足があった。

質疑応答では、以下のやり取りがあった。

· 京急マンションの計画とはどのような関係にあるのか。小林より、協議会が設立認定されれば、対話対象として関わることが可能であるが、地区計画が成立しなければ、地区計画案だけでマンション計画に対抗することはできず、直接的な影響を与えることはできないと回答。ただし、協議会準備会の活動を支援するメンバーには、京急マンション反対の陳情を9月および12月の議会に提出し、12月には公聴会の公述内容の尊重を求める1件の陳情が趣旨了承となっているなどの活動をしているメンバーがいると補足。中村さんより、地域住民の懸念や反対理由などは、別途役場や京急側に伝達しており、現行計画の見直しを求める地域の声は伝えられていると考えていると発言があった。
· 浄化槽の想定機能を超えて排水がなされた場合の水質汚染の懸念は現実味があり、葉山の海岸では、海水浴場オープン前の水質調査の前に塩素をまいて水質改善を行っており、塩素散布でアマモや魚などが喪失し、自然破壊が進んでいる。
· 地域の自主的な取組は重要で、協議会や地区計画を通じたまちづくりの取組みは重要である。是非、まずは住民半数以上の支持書が集まり、協議会が町役場により認定されることを期待している。
· 訪問先から帰ってくる反応としては、(1) 大賛成で応援している、(2) 常時不在、(3) 最低敷地面積、盛り土規制など地区計画案の内容に意義がある、(4) 地域活動には関わりたくない、既に署名しており、これ以上はできな、といった反応に大別できつつある。
· 既にあるきまりを守るよう徹底させることが新しいルールを作るより先ではないか。
· トーピアなら地区計画は簡単かもしれないが、古くから住んでいる人の多い白石地区では難しいのではないか。
· どうしても地区計画案の一部に反対の場合には、「何某の件には異議があり、何某が妥当と考える」と留保を記載し、条件付き同意書の提出をお願いしている。
· 地区計画案が9割以上の賛同者を得て発効しなくとも、3-4割など一定数の賛同者が得られれば、それは今後のまちづくりを考える上で、また、事業者との対話の中で有用な材料となりうる。
· 新参者の活動との指摘があるが、これについては2世代住んでも新参者と言われているという人もいて、結局のところ、住んでいる長さでまちづくりについての発言権があるなしというような議論は建設的でなく、居住期間に関わりなく、まちづくりの賛同者を募っていくことが重要。
· 葉山町景観協議会という名前で署名活動は別な活動であり、準備会の支持書・同意書への署名は別途必要になることをお願いしているので、未署名の近隣の方には声掛けしてお願いしてもらいたい。
· 支持書・同意書は、ホームページでダウンロードできる。
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小林より3月12日（日）10-11時で、活動報告会を予定し、そこで成果を報告し、今後の活動について意見交換を行うことを想定していると述べた。
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